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Ⅰ　問題の所在と目的
近年、児童虐待や貧困家庭の増加、発達障害幼児への支援など、保育者
が支援の対象とする子どもや保護者の抱える課題も複雑化している。
保育者の専門性を活かした保護者支援については、「子どもの保育の専
門性を有する保育士が、保育に関する専門知識・技術を背景としながら、
保護者が支援を求めている子育ての問題や課題に対して、保護者の気持ち
を受止めつつ、安定した親子関係や養育力の向上を目指して行う子どもの
養育（保育）に関する相談、助言、行動見本の提示その他の援助業務の総
体」（保育所保育指針解説書、2017）と述べられおり、保育指導も含めた
保育現場における保護者支援を総括的に捉えたものが保育相談支援である
としている。
金城（2017）は、相談援助、保育相談支援に関する保育者の認識や取
組の現状と課題をまとめているが、その中で保護者からの相談内容は、第
１位園での子どもの様子、第２位しつけ、第３位子どもの障害、第４位子
育ての不安、であると報告している。
以上のように多くの課題がみられるが、その中でも特に気になる子ども
の発達面での心配や不安、発達障害幼児への支援等に関しては、実態把握
や支援方法等に難しさを感じる担当者も多く、障害児保育の担当者への支
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援を充実させていく必要がある。
そのような中、Ａ県では子育てスーパーバイズとして、園等に在籍する
発達障害幼児への支援に関する相談を実施している。安心子育て支援事業
は、子育て支援機関として、発育発達に問題を抱える子どもや保護者の不
安等に対応する市町及び保育施設の従事者等を対象とした事例検討会を開
催するとともに、支援者に対して個別に専門家が助言指導を行う機会を設
けることで、地域における子育て支援体制の強化を図る目的で行われてい
る。対象は、①発育発達面に何らかの問題を抱えている子ども、②子ども
の抱える問題等から育てにくさや困難を感じている保護者等、である。
また、この事業の一環として、子育て支援スーパーバイズ事業も併せて
実施している。目的は、気になる子どもとその保護者を支援する市町の保
健師や保育所・幼稚園等の職員等が、個別支援計画に基づく支援方法や保
護者への対応について専門家の助言を受け、児の特性に応じた適切な働き
かけを行うことによって、健やかな成長を促すこととしている。対象ケー
スは、①市町において継続的支援が必要と判断され、保健師が主体となっ
て関与しているケース、②保育所や幼稚園において個別支援が必要と判断
されたケース、③保健所で関わっているケースの三種類であり、筆者は
スーパーバイザーの立場で関わっている。
今回の研究では、子育て支援スーパーバイズ事業を受講した保育者等の
アンケートをもとにスーパーバイズに関する自己評価を行い、今後の保育
相談支援に関する在り方について検討することを目的とする。
Ⅱ　方法
１　手続き
（１）対象者
Ａ県子育て支援スーパーバイズ事業受講者10名に対するアンケート調査。
（２）内容
①スーパーバイズを受けようと思った理由。
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②スーパーバイズを受けた時期について。
③スーパーバイズで指導助言を受けた内容について。
④スーパーバイズ実施後に、対象児について事後相談の機会がある場
合、利用するか。
⑤支援内容と対象児に見られた変化。
⑥スーパーバイズを受ける以前に、対象児について市町保健師と情報共
有する機会はあったか。
⑦市町保健師の同席について。
⑧今後、スーパーバイズを実施する際の市町保健師の同席について。
⑨スーパーバイズ事業への意見・要望。
⑩施設における「気になる子」への支援や市町保健師との連携等につい
て、現場での状況や日頃課題となっていること。
（３）時期
201X年３月
Ⅲ　結果
Ａ県子育て支援スーパーバイズ事業受講者10名のうち、アンケート回
答者は９名（回収率90％）であった。
１　スーパーバイズを受けようと思った理由（複数回答可）。
スーパーバイズを受けようと思った理由（複数回答可）の結果をTable1
に示す。
スーパーバイズを受けようと思った理由は、対象児に対する具体的な支
援方法が37％と一番多く、次に支援方法への評価と保護者への関わり方に
関する助言が29％となっている。また、対象児への関わりが園等で蓄積さ
れた経験や専門性では難しく、対応の限界性についての意見もみられた。
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Table1　スーパーバイズを受けようと思った理由（複数回答可）
理　　由 人 ％
１　対象児の集団生活における具体的な支援方法が分からなかったから ８ 37
２　対象児への支援方法が適切かどうかの判断・評価が欲しかったから ６ 29
３　対象児への保護者への関わり方について助言を得たかったから ６ 29
４　対象児の抱える問題が、園で蓄積された経験やノウハウでは対応
できなかったから
１ ５
５　就学等に向けた指導や、関係機関への申し送りの方法について相
談したかったから
０ ０
６　その他 ０ ０
２　スーパーバイズを受けた時期。
スーパーバイズを受けた時期の結果をTable2に示す。
Table2　スーパーバイズを受けた時期
理　　由 人 ％
１　適切な（希望した）時期に利用することができた ８ 89
２　希望した時期に利用できなかったが、助言指導は役に立った ０ ０
３　希望した時期に利用できなかったため、助言内容を十分に活かせ
なかった
０ ０
４　未記入 １ 11
スーパーバイズを受けた時期については、適切な時期に利用することが
できたという意見が89％となっている。
具体的な意見としては、「ある程度お子さん（対象児）の様子が把握で
きてから話し合いができてよかった（９月利用）」、「できたら８月、９月
頃だとありがたい（11月利用）」、「電話をもらい、相談することができて
大変ありがたかった（１月利用）」となっている。
３　スーパーバイズで指導助言を受けた内容。
スーパーバイズで指導助言を受けた内容の結果をTable3に示す。
スーパーバイズで指導助言を受けた内容については、非常に活用できた
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が78％、まあまあ活用できたが22％となっている。
Table3　スーパーバイズで指導助言を受けた内容
内　　容 人 ％
１　非常に活用できた ７ 78
２　まあまあ活用できた ２ 22
３　どちらともいえない ０ ０
４　あまり活用できなかった ０ ０
５　活用しなかった ０ ０
４　スーパーバイズ実施後に、対象児について事後相談の機会がある場
合、利用するか。
スーパーバイズ実施後に、対象児について事後相談の機会がある場合、
利用するかの結果をTable4に示す。
Table4　スーパーバイズ実施後に、対象児について事後相談の機会がある場合、利用するか
内　　容 人 ％
１　利用したい ７ 78
２　利用しなくてよい ０ ０
３　わからない ２ 22
スーパーバイズ実施後に、対象児について事後相談の機会がある場合の
利用については、利用したいが78％、分からないが22％であった。
５　スーパーバイズを受けて心掛けた支援内容と、その結果対象児に見ら
れた変化。
スーパーバイズを受けて心掛けた支援内容と、その結果対象児に見られ
た変化の結果をTable5に示す。
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Table5　スーパーバイズを受けて心掛けた支援内容と、その結果対象児に見られた変化
施　設 支援内容 見られた変化
Ａ保育園
・自閉疑いの子に見通しをもたせる
（絵カードで対応）。
・ADHDの子に対しては、パニック
を起こした時間帯を残しておく。
クールダウンできる場所を見つけ
る。
・パターンが分かるようになる。自
分の場所を覚える。
・自分の場所を見つける。専門機関
へ受診し、自閉と診断を受ける。
Ｂ保育園
・負けを受け入れられなかったの
で、１対１でジャンケンをして勝
ち・負けを知る（体験する）。
・思い通りにならないと、その場か
ら逃げだすことがあったので、
「嫌な気持ち」「自分の気持ち」を
担当保育士に言う。
・負けても泣くことはあるが、負け
た気持ちを担当保育士に言えるよ
うになった。負けるということを
経験することで、次頑張ってみよ
うという気持ちも出てきた。
・本児の気持ちを受容し、「～だっ
たね」と共感する。自分の気持ち
を言えたことで、落ち着いた場面
が多くみられた。
Ｃ幼稚園
・子どもの特性を理解し、スモール
ステップで支援していくこと。
・いろいろな食材に慣れさせ、舌の
感覚を増やしていくこと。そのた
めに、本児と相談しながら食べら
れそうな量を取り分け、食べられ
た嬉しさを感じさせていくこと。
また、十分に褒めること。
・言葉を交わす時を大切にする。
・感情を代弁しながら、保育者と話
すことを楽しめるようにする。
・それまでは食べる意欲がなく、
フォークやおかずで遊んだりして
いたが、いろいろな食材を食べら
れるようになり、食欲も出てき
た。そのことでフォークから箸を
持って食べられるようになり、完
食することもできるようになって
きた。
・保育者に親しみを感じ、話しかけ
るようになった。クラスの友だち
に、まだ自分から話しかける事は
ないが、ちょっかいをかけたりし
てかかわる姿がみられるように
なった。
Ｄ幼稚園
・写真を使用することで、より次の
行動が分かり動きやすいのでは。
・保護者に園での普段の姿をそっと
見てもらう機会を作ってはどう
か。
・写真を意識し、分かりやすかった
ようだ。少しずつではあるが、日
常のやり方が分かってきている。
・保護者に活動している様子をそっ
と見てもらい、少しずつ理解を得
られるようになった。相談窓口を
今後紹介し、よりよい支援につい
て共に考えてもらえるようにして
いきたい。
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Ｅ幼稚園
・友達を押しのけて通ることについ
て→自分がされたらどうか気持
ちを伝え、力の強さを「１のつよ
さ」「２のつよさ」と数値化し、
力加減を教える。
・走り回りや衝動的な行動について
→前もって自由時間の遊びのルー
ルを確認させ、走り回ることは遊
びではないことを繰り返し伝え
る。
・友だちを押しのけて通る姿が減っ
てきた。特に「１のつよさ」等の
数値化をすると伝わりやすいの
で、引き続きつづけていきたい。
・まだ友だちにつられて走り回るこ
ともあるが、逆に走り回ろうとす
る友だちを注意するようにもなっ
てきた。その都度、確認したり、
褒めたりしているところである。
Ｆ幼稚園
・絵カードを使い、身の回りのこと
等できるようにした。
・環境の変化に心の準備ができるよ
うに事前の声がけ等しておく。
・できた事、言えた事をすぐほめる
・友だちと穏やかに食事ができるよ
う、本人のテーブルに少しずつ友
だちを増やしていく。
・自分で絵カードを確認し、見なく
ても室内で最後までできるように
なっている。
・少しとまどう表情は見られたが、
わりと落ち着いて活動できた。
・２学期に比べ、やさしい言葉を使
えるようになっている。
・食事中の危険な行為がとても減
り、友だちと一緒に食事を楽しく
食べられるようになった。
Ｇ保育園
・一日の流れや伝えたいこと等は言
葉だけではなく書いて伝える。
・活動前に、伝える時実際の物を使
用し、具体的に確認する。
・本児が努力している姿ややろうと
する姿を認め、ほめる。
・自分で文字を読み、話の内容を理
解するようになってきた。
・少しずつ見通しを持って活動して
いる。
・素直に言葉を聞き入れるように
なった。
Ｈ保育園
・午睡前の読み聞かせの時間、好き
なパズルを別室で行い、完成した
ら午睡するようにする。
・ボーっとしたり、ゴロゴロしたり
して待っていた時間だったが、パ
ズルをすることで活動の区切りが
できた。
・自分で準備したり、片付けたり、
意欲的にし、パズルの片付けが終
わると「おやすみなさい」をして
布団へ入り、切り替えがスムーズ
になった。
Ｉ幼稚園
・家庭に園でのがんばりのようす
や、どのように対応してきたこと
でのびてきたかを、おたより等で
伝え、家でも協力していただける
ようにした。
・家でも取り組んでみるというよう
な内容の返事があり今後に期待。
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６　スーパーバイズを受ける以前に、対象児について市町保健師と情報共
有する機会はあったか※複数回答あり（１人の保育者が２ケースにつ
いて相談したため）。
スーパーバイズを受ける以前に、対象児について市町保健師と情報共有
する機会はあったかの結果をTable6に示す。
Table6　スーパーバイズを受ける以前に、対象児について市町保健師と情報共有す
る機会はあったか
内容 人 ％
１　あった ４ 40
２　なかった ６ 60
スーパーバイズを受ける以前に、対象児について市町保健師と情報共有
する機会はあったかについては、あったが40％、なかったが60％となっ
ている。
７　市町保健師の同席について。
市町保健師の同席についての結果をTable7に示す。
Table7　市町保健師の同席について
内容 人 ％
１　専門的アドバイスを得ながら市町保健師と情報共有できたこと
は、今後の支援に有効だった ６ 60
２　市町保健師の同席があったが、その後の支援に特に変化はなかっ
た １ 10
３　市町保健師の同席がなかったので分からない ０ ０
４　その他 ３ 30
市町保健師の同席については、専門的アドバイスを得ながら市町保健師
と情報共有できたことは、今後の支援に有効だったが60％、市町保健師
の同席があったが、その後の支援に特に変化はなかったが10％、その他
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が30％であった。
また、自由記述には、「これまで保健師との具体的な話し合いの機会が
なかったので、場を持てたことがよかった。」、「保健師の方の都合で同席
はなかった。健診や発達相談の姿など教えて頂き参考にしたかった。」、
「園と別の町でなかなか情報交換をする機会がなかったので、今回いろい
ろお話することができ、今後につなげていくのにとても良い機会だった。」
などの意見が挙げられた。
８　今後、スーパーバイズを実施する際の市町保健師の同席について。
今後、スーパーバイズを実施する際の市町保健師の同席についての結果
をTable8に示す。
Table8　今後、スーパーバイズを実施する際の市町保健師の同席について
内容 人 ％
１　同席してほしい ９ 100
２　個人情報の観点から好ましくない ０ ０
３　同席は特に必要ない ０ ０
４　その他 ０ ０
今後、スーパーバイズを実施する際の市町保健師の同席については、同
席して欲しいが100％であった。
９　スーパーバイズ事業への意見・要望。
（１）助言の内容及び具体的な支援方法等に関すること
・気になる子の映像を見てもらい、具体的な指示が聞けて良かった。
・どのような支援をすればいいかとても勉強になった。支援の方法も、
いろいろな角度から見ることによって支援の仕方も変わってくるのだ
と学ばせて頂いた。
・一人ひとりについて、具体的な支援方法をご指導いただける場はあま
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り機会がないのでとても良かった。しかし、実際の子どもの姿をみて
いただいたのではなかったので、うまく子どもの姿をお伝えすること
ができなかったこともあり、ご指導いただいた内容を活かせない部分
があった。
・今後も、専門家の先生方や保健師等から具体的な支援の仕方をアドバ
イスいただく機会を与えて欲しい。
・対象児についての具体的なアドバイスを受けることができ、対象児の
行動について理解を深めることができたと共に、翌日からの保育に取
り入れることができた。
・気になる子について個別に話ができるので大変良いと思う。専門の先
生からの話なので、すぐに保育で役立てることができ助かる。
（２）保護者への支援に関すること
・対象児について園だけでは対応が難しく、また、保護者との関わりに
ついても悩んでいたので、スーパーバイズでの相談ができアドバイス
をいただき本当に助かった。
（３）スーパーバイズの開催方法について
・定期的に開いて欲しい。関わり方や本児の理解に迷った時に利用し、
保育につなげていきたい。
（４）保健師との連携に関すること
・具体的な関わり方を教えていただき参考になった。また、町保健師と
話す機会が持ててよかった。
10　施設における「気になる子」への支援や市町保健師との連携等につ
いて、現場での状況や日頃課題となっていること。
（１）保護者との連携に関すること
・気になる子の保護者への説明が難しい。様子を伝えただけでは伝わら
ない。
・障害を受け入れているが、親の考えが楽観的である。
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・気になる子については、早めに家庭との面談を設定し、園での様子を
伝えたり、家庭生活の様子を伺い、園と家庭とが協力・共通理解した
りできるようにしている。また、職員同士でも情報を共有する時間を
設け、園全体でその子を見守り、支援できるようにしている。
・気になる子について、できる限り３歳児健診前に保健師と連絡を取
り、互いに保護者の方と上手く関われるように進めている。その中
で、なかなか保護者の方に受け入れていただけなかったり、連絡をし
すぎると電話に出てもらえなかったり等があり、保健師と調整しなが
ら互いに難しさを感じている。
（２）個別支援計画の作成に関すること
・園に登園することが少なく、生活リズムもバラバラになっている。個
別支援計画を立てているが、継続することが難しい。
（３）保健師との連携に関すること
・入園前の健診での情報があまりないまま入園に至るケースが多く、そ
の後の支援が難しい。保健師から具体的な情報提供があれば、個別支
援や保護者理解についても困難ではなかったのではと思う。
・園からだけではなく保健師から話していただくことで、支援が進むよ
うに思う。難しいところもあるとは思うが、保健師とのよい連携が保
てるよう希望する。
・健診前、保健師の方へ園での状況をお伝えし、健診の時に詳しく見て
頂く。
・５歳児発達相談で保護者の方とも連携して、関われるようにしている。
・健診や発達相談の間が空いている為、相談できる機会を増やして欲しい。
・小さい年齢での判断は難しいところがあると思うが、気になる子につ
いては乳児健診等が実施されている小さい時期から町保健師等と連携
を密にしていければと思う。
・同じ町内だと、訪問（巡回）などで情報交換できるが町外の子だとそ
れが難しい。今回の保健師の同席はとてもよかった。
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Ⅳ　考察
スーパーバイズを受けようと思った理由については、対象児に対する具
体的な支援方法や、支援方法への評価と保護者への関わり方に関する助言
を求めていることが理解できた。また、対象児への関わりが園等で蓄積さ
れた経験や専門性では難しいという意見も多く、発達障害幼児への対応や
具体的な支援に関する限界性を感じている職員が多いということも理解で
きた。
一方、スーパーバイズで指導助言を受けた内容については、非常に活用
できたと回答している職員が多いことから、スーパーバイズという支援方
法は有効であるということが理解できる。しかし、この他の方法について
も検討が必要である。
また、市町保健師との連携に関する内容が多くみられ、特に自由記述の
中には、「これまで保健師との具体的な話し合いの機会がなかったので、
場を持てたことがよかった。」などとあり、保育士との情報共有や連携に
ついて期待している職員が多くみられることから、スーパーバイズの機会
を連携の場の一つとするなど、連携の在り方について考える必要があると
思われる。
Ⅴ　まとめと今後の課題
今回の研究では、子育て支援スーパーバイズ事業におけるスーパーバイ
ザーとしての立場から自己評価を行った。スーパーバイズを行うにあた
り、発達障害に対する専門性を持ち、保育者等の担当者に対して傾聴的態
度で支援を行う必要があることはもちろんであるが、今後は相談を進める
際の以下のような点に配慮することが必要である。
１　個別支援計画
スーパーバイズは、限られた時間の中で支援を行うものであり、この中
で相談内容の整理と発達障害に関する障害特性の理解等をコンサルテー
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ションしていく必要がある。この際、保育担当者に対する支援内容とし
て、行動の見立て方や目標、支援方法等、個別支援計画の内容に沿って助
言等を進めることが多い。しかし現状では支援内容等を絞り込めないこと
が多くみられるので、個別の話し合いの中で、支援の枠組みをもてるよう
な支援を行えるように支援を続けたいと考える。
２　地域における関係機関との連携
保育担当者と市町保健師との連携については、市町保健師の子育て支援
スーパーバイズ事業への参加や、５歳児発達相談等における連携の在り方
等を検討し、地域の療育機関や就学関係等の関係機関を中心とした支援体
制の充実を図ることが求められる。
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